
平成２８年度周南市共創プロジェクト事業採択団体 
 

 

 

プロジェクト名 神楽でまちづくりプロジェクト 

団体名 神楽でまちづくりプロジェクトチーム 

代表団体名 NPO法人まなびデザインラボ 代表理事 本田篤嗣 

その他の団体 三作神楽保存会 会長 伊藤禎亮 

事業の種類 産業・観光に関する事業 

プロジェクト目的 

１. 地域の特産品のリブランド化・販売などにより地域所得を

創出し、コミュニティビジネスとして所得の一部を三作神楽

の伝承活動に充てる。 

２. HP を立ち上げ、三作神楽の認知度を上げ、通い後継者制度

を確立し、地域特産品の販売促進や新たな雇用の創出などの

地域活性化につなげる。 

補助金申請額 1,000,000円 
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●●●●通い後継者制度を通い後継者制度を通い後継者制度を通い後継者制度を確立確立確立確立
●神楽グッズの作成●神楽グッズの作成●神楽グッズの作成●神楽グッズの作成

●神楽の後継者問題●神楽の後継者問題●神楽の後継者問題●神楽の後継者問題
●三作神楽の認知不足●三作神楽の認知不足●三作神楽の認知不足●三作神楽の認知不足
●地域特産品がないこと●地域特産品がないこと●地域特産品がないこと●地域特産品がないこと

解解解解 決決決決 策策策策

課課課課 題題題題



神楽でまちづくりプロジェクト

１．取組内容（４つ）

２．成果の検証

３．今後の課題

１．取組内容（４つ）

２．成果の検証

３．今後の課題

解 決 策解 決 策
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４つの取組み
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１．三作神楽ＨＰ

２．神楽グッズ

３．息吹き祭

４．通い後継者制度
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三作神楽ＨＰ
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メンバー紹介 日本語・英語
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神楽グッズ

スイーツ
神楽
アイドル
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息吹き祭
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段位制 昇段審査

通い後継者制度
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練習生のやる気
を継続
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検証

数値化数値化
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公演依頼

８か月で６倍
（前年比）

８か月で６倍
（前年比）
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ＴＶ・新聞掲載回数

３ １７３か月１７回
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FacebookFacebookページ
フォロワー数

１５５１５５人
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今後の課題

全国神楽ネットワークの構築

海外公演の実施
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周南市が
世界で№１のまちに！



減らすことで
高まる価値

共創が生み共創が生み共創が生み共創が生み
出す価値出す価値出す価値出す価値

A  B  

D  C  

行政・社会コスト⇨  減 不安・不便⇨  減

生産・所得⇨ 増夢・希望⇨ 増

増やすことで
高まる価値

価値の見える化価値の見える化価値の見える化価値の見える化

1,300年続く伝統行事が
消滅するという不安
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通い後継者制度

神楽アイドルによるPR

地域の特産品開発

（将来的にカフェの運営）



減らすことで
高まる価値

共創が生み共創が生み共創が生み共創が生み
出す価値出す価値出す価値出す価値

A  B  

D  C  

行政・社会コスト⇨  減 不安・不便⇨  減

生産・所得⇨ 増夢・希望⇨ 増

増やすことで
高まる価値

価値の見える化価値の見える化価値の見える化価値の見える化

1,300年続く伝統行事が
消滅するという不安

神楽でまちづくりプロジェクト

通い後継者制度

神楽アイドルによるPR

地域の特産品開発

（将来的にカフェの運営）

伝統芸能を継承
できる希望の増

特産品販売
来訪者増による
地域所得の増

伝統行事が消滅す
るという不安の減


